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9. 研究実績の概要

　本研究では、脂質分子の自己集積によって形成される人工細胞膜に、高次π空間を形成する種々の機能素子を三次元的に集積して、
ナノデバイスとしての機能の創出を目指した。最終年度である平成２４年度に得られた成果は以下のとおりである。
１．平面π電子系機能素子の人工細胞膜への集積化とデバイス機能の創出
　ポルフィリン類似の大環状骨格をもつコリンのコバルト錯体であるビタミンB12の疎水化誘導体は、光駆動型の触媒機能を発現してD
DTなどの環境汚染物質を無害化できることを見出し、これを人工細胞膜に組織化することで物質変換デバイスを創出できる可能性を示
した。また、光応答性のジェミニペプチド脂質を集積化した人工細胞膜を用いると、分子カプセル型の物質輸送デバイスが作製できる
ことが分かった。さらに、金属イオンを認識できる人工受容体と天然酵素を集積化した人工細胞膜系では、外界からの信号を膜上の受
容体が認識し、その応答を酵素に伝えて分子情報を増幅できる分子情報変換デバイスが構築できることを明らかにした。この分子情報
変換デバイスは、受容体の機能を自在に設計することで、信号応答性に多様性を与えられることもわかった。
２．非平面π電子系の機能素子の人工細胞膜への集積化とデバイス機能の創出
　フラーレンを集積化した人工細胞膜は、光駆動型のDNA切断活性をもっており、バイオメディカルデバイスとしての利用が可能であ
る。この人工細胞膜に光切断活性をもつポリエチレングリコール鎖をさらに集積化することで、光駆動型のステルス性メディカルデバ
イスとしての機能が発現した。
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